
CD-UB10
USBアダプター

目次　4ページ

取扱説明書

本製品はJEITAコードカラーに対応しています。

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書と別冊の「安全上のご注意」に従って正しく行ってください。
指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。
この場合は、当社では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様へお渡しください。
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安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あ
なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵
表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示

で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

故障のまま使用しない

警告

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

異常のまま使用しない

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

[異常時の処置]

[使用方法]

運転中に操作をしない
画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自
動車の運転中に操作をしないでください。前
方不注意となり交通事故の原因となります。操
作は、必ず安全な場所に車を停車させて行っ
てください。また運転中、画面を注視する時
間は必要最低限としてください。
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本機について
本機は、IP-BUS入力を備えたパイオニア製
メインユニット用のUSBアダプターです。
圧縮オーディオを収録・保存した、USB
Mass Storage Class対応のポータブルオー
ディオプレーヤーまたはメモリーを接続し
て、メインユニットから再生できます。
●本機は、車室内での使用に限定して設計
されています。

●対応するUSB機器について詳しくは、28
ページをご覧ください。

●本機が対応する圧縮オーディオの形式
は、WMA/MP3/AACです。詳しくは、
28～30ページをご覧ください。

WMAについて

外装箱に印刷された、Windows Mediaの
ロゴは、本機がWMAデータの再生に対応し
ていることを示しています。
WMAとは、「Windows Media Audio」の略
で、米国Microsoft Corporationによって、
開発された音声圧縮技術です。WMAデータ
は、Windows Media Player Ver.7以降を使
用してエンコードすることができます。
Windows Media、Windowsのロゴは、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他
の国における登録商標または商標です。

ご使用になる前にはじめに

1

は
じ
め
に



は
じ
め
に
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ご使用になる前に(つづき)

MP3について
本機を提供する場合、非営利目的の個人向
けライセンスのみが提供されます。下記放送
で、本機を使うライセンスを提供したり、い
かなる形式にせよ、使う権利を意味するも
のではありません。下記放送で本機を使用
する場合は、それぞれ固有のライセンスが必
要となります。
詳細は、インターネット上のホームページ
http://www.mp3licensing.com
をご覧ください。
●営業目的、すなわち利益の発生するリア
ルタイム放送 (地上波放送、衛星放送、ケー
ブルテレビを始めとするメディア)、イン
ターネットを使った放送やデータ転送、イ
ントラネットを始めとするネットワーク、
あるいはペイオーディオやオンデマンド方
式のオーディオといった電子的放送番組の
配布システムなど。

AACについて
AACデータは、作成に使用したアプリケー
ションによってファイル形式と拡張子が異な
ります。

本機では、Ver. 6.05以前のiTunesを使用し
てエンコードされたAACファイルの再生に対
応しています。

本機は、iTunesで作成された拡張子 (.m4a)
が付いているファイルを、AACファイルと
して再生します。故障の原因となりますの
で、 .m4 a以外の拡張子の付いたAAC
ファイルを再生しないでください。

iTunesは、米国および他の国々で登録され
たApple Computer, Inc.の商標です。

USBポータブルオーディオプレーヤー/
USBメモリー使用時のご注意

はじめに

1

●本機と組み合わせて使用しているとき
にUSBポータブルオーディオプレー
ヤー/USBメモリーのデータが消失し
ても、消失したデータの補償につい
てはご容赦ください。

●USBポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーを直射日光の当たるところに長時
間放置すると、高温により変形・変色し
たり、故障する恐れがあります。使用し
ないときは、直射日光の当たらないとこ
ろに保管してください。

●本機と組み合わせて使用する場合、USB
ポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーは必ず固定してください。USB
ポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーが落下して、ブレーキペダル
やアクセルペダルの下に滑り込むと大
変危険です。

●USBポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーの取り扱いについて詳しくは、そ
れぞれの説明書をお読みください。
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USBポータブルオーディオ
プレーヤー/USBメモリーの接続

本機に接続する

USBポータブルオーディオプレーヤー/USB

メモリーをUSB入力に接続する。USB入力

については、「接続する」 (25ページ) をご

覧ください。
USBポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーは、曲を聞くのをやめたいときにい
つでも本機から取り外すことができます。

ご注意

●「使用できるUSBポータブルオーディオプレー
ヤー/USBメモリーについて」(28ページ) を参照
して、対応するUSB機器をご使用ください。た
だし、対応するUSB機器でも正しく動作しない
場合があります。

知っていると便利

●USBポータブルオーディオプレーヤーにバッテ
リーの充電機能がある場合、エンジンスイッチ
がACCまたはONになっているときにバッテリー
が充電されます。

1

はじめに

3
本機のリセット
について

本機を初期状態に戻すことができます。

リセットボタンを押すと、本機のマイコンが
初期状態 (ご購入直後の状態) に戻ります。
次のようなときに、リセットボタンを押して
ください。

●接続が終わったあと

●本機が正しく動作しないとき

●ディスプレイが正しく表示されないとき

本機をリセットする

ペン先などでリセットボタンを押す。

リセットボタン

1

はじめに

2
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対応メインユニット一覧
エクスターナル
ユニット

1

メインユニット1：
AVIC-VH009MD (2)
AVIC-VH009 (2)
AVIC-ZH990MD (2)
AVIC-ZH990 (2)
AVIC-ZH900MD (2)
AVIC-ZH900 (2)
AVIC-ZH009 (2)
AVH-P90DVA (2)
AVM-P7000 (1)
DEH-P9900 (1)
DEH-P9000 (1)
DEH-P7700 (2)
DEH-P7000 (1)
DEH-P5000 (1)
DEH-P3300 (1)
DEH-P999HDD (2)
DEH-P999 (2)
DEH-P919 (2)
DEH-P900 (1)
DEH-P777 (2)
DEH-P717 (2)
DEH-P707 (1)
DEH-P700 (1)
DEH-P555 (1)
DEH-P520 (2)
DEH-P515 (1)
DEH-P510 (2)
DEH-P505 (1)
DEH-P500 (1)
DEH-P088 (2)
DEH-P077 (2)
DEH-P055 (2)
DEH-P050 (2)
DEH-P007 (2)
DEH-P005 (2)
DEX-P1 (1)
DVH-P717 (2)
DVH-P077— (2)
DVH-P077 (2)
DVH-P007 (2)
FH-P9900MD (1)
FH-P9000MD (1)
FH-P8800 (1)
FH-P7000MD (1)
FH-P6000 (1)
FH-P5000MD (1)
FH-P4000 (1)
FH-P999MDR (2)
FH-P919MDR (2)

FH-P909MD (1)
FH-P900MD (1)
FH-P888MD (2)
FH-P818MDR (2)
FH-P777MDR (2)
FH-P717MD (2)
FH-P710MD (2)
FH-P707MD (1)
FH-P700 (1)
FH-P666MD (2)
FH-P616MD (2)
FH-P606 (1)
FH-P555MD (2)
FH-P520MD (2)
FH-P515MD (2)
FH-P510MD (2)
FH-P505MD (1)
FH-P444 (2)
FH-P414 (2)
FH-P404 (1)
FH-P99MDR (2)
FH-P88MD (2)
FH-P77MDR (2)
FH-P66MD (2)
FH-P55MD (1)
FH-P44 (1)
FH-P099MD (2)
FH-P077MD (2)
FH-P055MD (2)
FH-P050MD (2)
FH-P040 (2)
FH-P009MD (2)
FH-P007MD (2)
FH-P005MD (2)
FH-P003MD (2)
KEH-P5000 (1)
KEH-P600 (1)
KEH-P400 (1)
KEH-P303 (1)
KEH-P300 (1)
MEH-P9900 (1)
MEH-P9000CD (1)
MEH-P9000 (1)
MEH-P7700 (2)
MEH-P5500 (1)
MEH-P5000 (1)
MEH-P999 (2)
MEH-P919 (2)
MEH-P800 (1)
MEH-P777 (2)

MEH-P717 (2)
MEH-P707 (1)
MEH-P555 (1)
MEH-P515 (1)
MEH-P510— (1)
MEH-P510 (1)
MEH-P077 (2)
MEH-P070 (2)
MEH-P055 (1)
MEH-P050 (1)
MEH-P007 (2)
MEH-P005 (1)

メインユニット2：
DEH-P910 (2)
DEH-P810 (2)
DEH-P710 (2)
DEH-P099 (2)
DEH-P070 (2)

メインユニット3：
AVH-P9DVA— (2)
AVH-P9DVA (2)

メインユニット4：
AVIC-DRZ99 (2)
AVIC-DRZ90K (2)
AVIC-DRZ90 (2)
AVIC-DRZ80 (2)
AVIC-DRZ09 (2)
AVIC-HRZ99 (2)
AVIC-HRZ88 (2)
AVIC-HRZ09K (2)
AVIC-HRZ09 (2)
AVIC-HRZ08 (2)

メインユニット5：
AVH-P7DV (2)
AVX-P9DV＊1 (2)
AVX-P7＊1 (2)
＊1MASTERモード
(M) 使用時に限る

メインユニット6：
KEH-P1000 (1)

メインユニット7：
DEH-P990 (1)
DEH-P660 (1)
DEH-P550 (1)
DEX-P9 (1)

FH-P90 (1)
FH-P80M (1)
FH-P80 (1)
KEH-P880 (1)
KEH-P770 (1)
KEH-P440 (1)
KEH-P330 (1)

メインユニット8：
AVM-P100 (1)

メインユニット9：
AVIC-XA1 (1)

メインユニット10：
DEH-P99 (1)
DEX-P7 (1)
KEH-P88 (1)
KEH-P77 (1)

メインユニット11：
KEH-P55 (1)
KEH-P44 (1)
KEH-P33 (1)

メインユニット12：
DEH-P80 (1)
DEH-P75 (1)
KEH-P60 (1)
KEH-P50 (1)
KEH-P45 (1)
KEH-P40 (1)

メインユニット13：
KEH-P555 (1)

メインユニット14：
AVM-P9 (2)

メインユニット15：
AXM-P9+DEQ-P9 (2)
AXM-P7+DEQ-P7 (2)

メインユニット16：
DEH-P7 (2)

メインユニット17：
DEX-P01— (2)
DEX-P01 (2)
RS-D7x“ (2)
RS-D7x— (2)
RS-D7x (2)

2006年11月時点での接続可能なメインユニットの一覧です。型番右側の ( ) 内の数は、
そのメインユニットに接続可能なエクスターナルユニットの台数を表しています。
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メインユニット18：
AVIC-XC520 (1)
AVIC-XC510 (1)
AVIC-XM520 (1)
AVIC-XM510 (1)

メインユニット19：
AVM-P909MD (1)

メインユニット20：
RS-D2x (1)
RS-K1x (1)
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機能対応表
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット1

操作
ソースをUSBにする※1 SOURCE (ソース、SO、SRC) ボタンを押す (SOURCEセレクターを

操作する)
フォルダー01 (ROOT) に戻る BAND (BAND/ESC、23) ボタンを2秒以上押す (セレクターを押す)
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※2 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※3 2または3ボタンを押し続ける
ファンクションモードを選ぶ FUNCTION (FUNC、F) ボタンを押す
曲を一時停止する ファンクション1モード (FUNC1 (F1)) で、5または∞ボタンを押す
表示を切り換える ファンクション2モード (FUNC2 (F2)) で、5または∞ボタンを押す
タイトルをスクロールする ファンクション2モード (FUNC2 (F2)) で、5または∞ボタンを2秒以

上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード (FUNC3 (F3)) で、5または∞ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード (FUNC4 (F4)) で、5または∞ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (FUNC4 (F4)) で、5または∞ボタンを2秒以

上押す
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (AUTO/MANUAL (A/M)) で、2または3ボ

タンを押す

※1 SOURCE (ソース、SO、SRC) ボタンがないメインユニットでは、本体のMDボタンで操
作できます。 (リモコンのMDボタンでは、操作できません。)

※2オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※3オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
•「FH-P077MD」、「FH-P055MD」、「FH-P005MD」、「FH-P003MD」の場合、表中
の5/∞/2/3ボタンの操作を参考に、セレクターを上下左右に操作してください。

• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。



11

エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
操
作
す
る

メインユニット2

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ ロータリーコマンダーを上下に操作する
前の曲または次の曲を再生する※1 ロータリーコマンダーを左右に操作する
曲の早送りまたは早戻しをする※2 ロータリーコマンダーを左右に操作し続ける
ファンクションモードを選ぶ ロータリーコマンダーを操作する
曲を一時停止する ファンクション1モード(FUNC1 (F1)) で、ロータリーコマンダーを押す
表示を切り換える ファンクション2モード(FUNC2 (F2)) で、ロータリーコマンダーを押す
タイトルをスクロールする ファンクション2モード (FUNC2 (F2)) で、ロータリーコマンダーを2

秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード(FUNC3 (F3)) で、ロータリーコマンダーを押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード(FUNC4 (F4)) で、ロータリーコマンダーを押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (FUNC4 (F4)) で、ロータリーコマンダーを2

秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (AUTO/MANUAL (A/M)) で、ロータリー

コマンダーを押す

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット3

操作
ソースをUSBにする ソース (SRC) ボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BAND/ESCボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ ジョイスティックを上下に操作する
前の曲または次の曲を再生する※1 ジョイスティックを左右に操作する
曲の早送りまたは早戻しをする※2 ジョイスティックを左右に操作し続ける
ファンクションモードを選ぶ ジョイスティックを操作する
曲を一時停止する ファンクション1モード (FUNCTION1) で、ジョイスティックを上下に

操作する
表示を切り換える ファンクション2モード (FUNCTION2) で、ジョイスティックを上下に

操作する
タイトルをスクロールする ファンクション2モード (FUNCTION2) で、ジョイスティックを上下に

2秒以上操作する
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード (FUNCTION3) で、ジョイスティックを上下に

操作する
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード (FUNCTION4) で、ジョイスティックを上下に

操作する
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (FUNCTION4) で、ジョイスティックを上下に

2秒以上操作する
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (AUTO/MANUAL) で、ジョイスティックを

左右に操作する

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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機能対応表(つづき)
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット4

操作
ソースをUSBにする AVボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る バンドに2秒以上タッチする
フォルダーを選ぶ »または«にタッチする
前の曲または次の曲を再生する※1 |または\にタッチする
曲の早送りまたは早戻しをする※2 |または\にタッチし続ける
ファンクションモードを選ぶ ファンクションにタッチする
曲を一時停止する ファンクション1にタッチする
表示を切り換える ファンクション2にタッチする
タイトルをスクロールする ファンクション2に2秒以上タッチする
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3にタッチする
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4にタッチする
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4に2秒以上タッチする
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルにタッチする

※1オート/マニュアルで「オート」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルで「マニュアル」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット5

操作
ソースをUSBにする ソース (SRC) ボタンを押す。AVソース (AV-SRC) ボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDに2秒以上タッチする
フォルダーを選ぶ 5または∞にタッチする
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3にタッチする
曲の早送りまたは早戻しをする※2 2または3にタッチし続ける
ファンクションモードを選ぶ A.MENUボタンを押して、FUNCにタッチする
曲を一時停止する ファンクション1モード (FUNC1) で、5∞にタッチする
表示を切り換える ファンクション2モード (FUNC2) で、5∞にタッチする
タイトルをスクロールする ファンクション2モード (FUNC2) で、5∞に2秒以上タッチする
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード (FUNC3) で、5∞にタッチする
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード (FUNC4) で、5∞にタッチする
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (FUNC4) で、5∞に2秒以上タッチする
AUTOとMANUALを切り換える※3 AUTO/MNL (オート/マニュアルモード) にタッチする

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
※3「AVX-P9DV」および「AVX-P7」では、オート/マニュアルモード (AUTO/MANU) で

2/3にタッチして切り換えます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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メインユニット6
メインユニット6では、次の機能は操作できません。

●表示の切り換え

●タイトルスクロール

●スキャン再生のON/OFF

●リピート再生範囲の選択

●ランダム再生のON/OFF

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BAND/ESC (B) ボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 2または3ボタンを押し続ける
曲を一時停止する Dボタンを押す
AUTOとMANUALを切り換える RPTボタンを押す

※1 RPTボタンを押すごとに、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット7
メインユニット7では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る
●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする※1 SOURCE (SO) ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※2 2 (1) または3 (¡) ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※2 2または3ボタンを押し続ける
曲を一時停止する 7ボタンを押す
表示を切り換える 8ボタンを押す
タイトルをスクロールする 8ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする 9ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ 10ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする 10ボタンを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える 12ボタンを2秒以上押す

※1 SOURCE (SO) ボタンがないメインユニットでは、本体のテープボタンで操作できます。
(リモコンのテープボタンでは、操作できません。)

※212ボタンを2秒以上押すごとに、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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機能対応表(つづき)
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット8
メインユニット8では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする AUDIO SOURCE (SO) ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 1または¡ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 1または¡ボタンを押し続ける
ソースメニューを表示する MENUボタンを押す
曲を一時停止する ソースメニューを表示しているときに、1ボタンを押す
表示を切り換える ソースメニューを表示しているときに、2ボタンを押す
タイトルをスクロールする ソースメニューを表示しているときに、2ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ソースメニューを表示しているときに、4ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする ソースメニューを表示しているときに、4ボタンを2秒以上押す
リピート再生範囲を選ぶ ソースメニューを表示しているときに、5ボタンを押す
AUTOとMANUALを切り換える ソースメニューを表示しているときに、3ボタンを押す

※1 3ボタンを押すごと (ソースメニュー表示中) に、1/¡ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット9
メインユニット9では、次の機能は操作できません。
●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択
●曲の早送り/早戻し

操作
ソースをUSBにする AVソースボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する 1または¡ボタンを押す
曲を一時停止する CRボタンを押す
表示を切り換える Aボタンを押す
タイトルをスクロールする Aボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする Bボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ Cボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする Cボタンを2秒以上押す

• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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メインユニット10
メインユニット10では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 1または¡ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 1または¡ボタンを押し続ける
曲を一時停止する 7ボタンを押す
表示を切り換える 8ボタンを押す
タイトルをスクロールする 8ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする 9ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ 10ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする 10ボタンを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える 12ボタンを2秒以上押す

※1 12ボタンを2秒以上押すごとに、1/¡ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット11
メインユニット11では、次の機能は操作できません。
●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

●曲の早送り/早戻し

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する 2 (1) または3 (¡) ボタンを押す
曲を一時停止する 7ボタンを押す
表示を切り換える 8ボタンを押す
タイトルをスクロールする 8ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする 9ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ 10ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする 10ボタンを2秒以上押す

• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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機能対応表(つづき)
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット12
メインユニット12では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 2または3ボタンを押し続ける
曲を一時停止する 7ボタンを押す
表示を切り換える 8ボタンを押す
タイトルをスクロールする 8ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする 9ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ 10ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする 10ボタンを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える 2と3ボタンを同時に押す

※12と3ボタンを同時に押すごとに、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット13
メインユニット13では、次の機能は操作できません。
●曲の早送り/早戻し

●曲の一時停止

●表示の切り換え

●タイトルスクロール
●スキャン再生のON/OFF

●リピート再生範囲の選択

●ランダム再生のON/OFF

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する 2または3ボタンを押す

• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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メインユニット14

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※2 2または3ボタンを押し続ける
機能メニューを選ぶ MENUボタンを押してから、ジョイスティックを操作する
曲を一時停止する ファンクション1モード (FUNC 1) で、ジョイスティックを押す
表示を切り換える ファンクション2モード (FUNC 2) で、ジョイスティックを押す
タイトルをスクロールする ファンクション2モード(FUNC 2) で、ジョイスティックを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード (FUNC 3) で、ジョイスティックを押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード (FUNC 4) で、ジョイスティックを押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード(FUNC 4) で、ジョイスティックを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (AUTO/MANUAL) で、ジョイスティックを

押す

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット15
USBソースを操作するときは、リモコンの操作モードを「DEQモード」に切り換えます。

操作
ソースをUSBにする m (SOURCE) ボタンを押す

フォルダー01 (ROOT) に戻る v (BAND/ESC) ボタンを2秒以上押す

フォルダーを選ぶ a (5) またはf (∞) ボタンを押す

前の曲または次の曲を再生する※1 b (2) またはd (3) ボタンを押す

曲の早送りまたは早戻しをする※2 b (2) またはd (3) ボタンを押し続ける

ファンクションモードを選ぶ e (FUNCTION) ボタンを押す

曲を一時停止する ファンクション1モード(F1)で、a (5)またはf (∞)ボタンを押す

表示を切り換える ファンクション2モード(F2)で、a (5)またはf (∞)ボタンを押す

タイトルをスクロールする ファンクション2モード (F2) で、a (5) またはf (∞) ボタンを2
秒以上押す

スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード(F3)で、a (5)またはf (∞)ボタンを押す

リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード(F4)で、a (5)またはf (∞)ボタンを押す

ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (F4) で、a (5) またはf (∞) ボタンを2
秒以上押す

AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (A/M) で、b (2) またはd (3) ボタ
ンを押す

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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機能対応表(つづき)
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット16

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ ロータリーセレクターを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 ロータリーセレクターを回す
曲の早送りまたは早戻しをする※2 ロータリーセレクターを回し続ける
ファンクションモードを選ぶ FUNCTIONボタンを押す
曲を一時停止する ファンクション1モード(FUNC1 (F1)) で、ロータリーセレクターを押す
表示を切り換える ファンクション2モード(FUNC2 (F2)) で、ロータリーセレクターを押す
タイトルをスクロールする ファンクション2モード (FUNC2 (F2)) で、ロータリーセレクターを2

秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクション3モード(FUNC3 (F3)) で、ロータリーセレクターを押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクション4モード(FUNC4 (F4)) で、ロータリーセレクターを押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクション4モード (FUNC4 (F4)) で、ロータリーセレクターを2

秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える オート/マニュアルモード (AUTO/MANUAL (A/M)) で、ロータリー

セレクターを回す

※1オート/マニュアルモードで「AUTO」を選んでいるときだけ操作できます。
※2オート/マニュアルモードで「MANUAL」を選んでいるときだけ操作できます。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット17

操作
ソースをUSBにする SOURCE (AUX) ボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 2または3ボタンを押し続ける
機能メニュー画面を表示する リモコンのカバーを開ける
曲を一時停止する ファンクションボタン/1を押す
表示を切り換える ファンクションボタン/2を押す
タイトルをスクロールする ファンクションボタン/2を2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクションボタン/3を押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクションボタン/4を押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクションボタン/4を2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える ファンクションボタン/5を押す

※1ファンクションボタン/5を押すごとに、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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メインユニット18
メインユニット18では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする MD (TAPE、ソース) ボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 4または¢ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 4または¢ボタンを押し続ける
ボタンの機能名を表示する FUNCボタンを押す
曲を一時停止する F1ボタンを押す
表示を切り換える F2ボタンを押す
タイトルをスクロールする F2ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする F3ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ F4ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする F4ボタンを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える AUTO/MANUボタンを押す

※1 AUTO/MANUボタンを押すごとに、4/¢ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。

メインユニット19

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
フォルダー01 (ROOT) に戻る BANDボタンを2秒以上押す
フォルダーを選ぶ 5または∞ボタンを押す (製品本体の5/∞ボタンでは、操作できません)
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す (製品本体では、5/∞ボタン)
曲の早送りまたは早戻しをする※1 2または3ボタンを押し続ける (製品本体では、5/∞ボタン)
ソースメニューに切り換える MENUボタンを押す
曲を一時停止する ソースメニューを表示しているときに、1ボタンを押す
表示を切り換える ソースメニューを表示しているときに、2ボタンを押す
タイトルをスクロールする ソースメニューを表示しているときに、2ボタンを2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ソースメニューを表示しているときに、3ボタンを押す
リピート再生範囲を選ぶ ソースメニューを表示しているときに、4ボタンを押す
ランダム再生をON/OFFする ソースメニューを表示しているときに、4ボタンを2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える ソースメニューを表示しているときに、5ボタンを押す

※1 5ボタンを押すごと (ソースメニュー表示中) に、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBソースの操作には使用しません。
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機能対応表(つづき)
エクスターナル
ユニット

2
メインユニット20
メインユニット20では、次の機能は操作できません。

●フォルダー01 (ROOT) に戻る

●フォルダーの選択

操作
ソースをUSBにする SOURCEボタンを押す
前の曲または次の曲を再生する※1 2または3ボタンを押す
曲の早送りまたは早戻しをする※1 2または3ボタンを押し続ける
ファンクションボタンの機能表示にする システムコミュニケーターのカバーを開け、SHIFTボタンを押す
曲を一時停止する ファンクションボタン/1を押す
表示を切り換える ファンクションボタン/2を押す
タイトルをスクロールする ファンクションボタン/2を2秒以上押す
スキャン再生をON/OFFする ファンクションボタン/3を押す
リピート再生範囲を選ぶ ファンクションボタン/4を押す
ランダム再生をON/OFFする ファンクションボタン/4を2秒以上押す
AUTOとMANUALを切り換える ファンクションボタン/6を押す

※1ファンクションボタン/6を押すごとに、2/3ボタンの機能が切り換わります。
• 表に記載されていないボタンやファンクションは、USBの操作には使用しません。
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曲を繰り返し (リピート) 再生できます。

リピート再生範囲を選ぶ

操作方法については、「機能対応表」 (10～

20ページ) をご覧ください。

選べる範囲は次のとおりです。

TRK：再生中の曲
FLD：再生中のフォルダー
ALL：すべての曲

ご注意

●再生範囲がFLDのときは、再生中のフォルダー内
の圧縮オーディオだけが再生されます。サブフォ
ルダー内の圧縮オーディオは再生されません。

1

ランダム

違う曲順で再生する

曲を順不同 (ランダム) に再生できます。ラ
ンダム再生の種類は、リピート再生範囲の
選択で設定できます。

リピート再生範囲を選んでおく

「機能対応表」 (10～20ページ) を参照し

て、選んでください。
選べる範囲は次のとおりです。
FLD：選択中のフォルダー内の曲をラン

ダムに再生
ALL：すべての曲をランダムに再生

ご注意

●リピート再生範囲がTRKのときにランダム再生
をONにすると、FLDに切り換わってランダムに
再生されます。

ランダム再生をONにする

操作方法については、「機能対応表」 (10～

20ページ) をご覧ください。

2

1

エクスターナル
ユニット

4リピート

繰り返し再生する
エクスターナル
ユニット

3
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スキャン

聞きたい曲や
フォルダーをさがす

曲やフォルダーのはじめの部分だけを、約10秒
ずつ次々に聞くことができます。聞きたい曲を
探すときに便利です。スキャン再生の種類は、
リピート再生範囲の選択で設定できます。

スキャン再生をする範囲を
選んでおく

「機能対応表」 (10～20ページ) を参照し

て、選んでください。
選べる範囲は次のとおりです。
FLD：再生中のフォルダーの全曲を約10

秒ずつ再生
ALL：全フォルダーの1曲目だけを約10

秒ずつ再生

ご注意

●リピート再生範囲がTRKのときにスキャン再生
をONにすると、FLDに切り換わってスキャン再
生が始まります。

スキャン再生をONにする

操作方法については、「機能対応表」 (10～

20ページ) をご覧ください。
曲のはじめの約10秒間が次々に再生され
ます。
スキャン再生を始めて約30秒たつと、ふ
だんの再生画面に自動で戻ります。

聞きたい曲が再生されたら、
スキャン再生をOFFにする

操作方法については、「機能対応表」 (10～

20ページ) をご覧ください。

ご注意

●スキャン再生を始めた曲 (フォルダ－) まで戻る
と、スキャン再生は解除されます。

3

2

1

エクスターナル
ユニット

5
タイトル表示を
切り換える

圧縮オーディオに記録されているタイトルな
どを表示できます。また、隠れている文字を
スクロールできます。

ご注意

●表示できる文字の種類は、半角英数字だけです。
●一度に表示できるのは、8文字までです。

表示する情報を選ぶ

操作方法については、「機能対応表」 (10～

20ページ) をご覧ください。
表示される情報が次の順番で切り換わり
ます。

ご注意

●隠れている文字を表示する方法については、「機
能対応表」 (10～20ページ) をご覧ください。

●圧縮オーディオによっては、文字情報が正しく
表示されないことがあります。

曲番号

再生経過時間

フォルダー名

ファイル名

フォルダー番号

アルバムタイトル

曲名

アーティスト名

1

エクスターナル
ユニット

6
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接続・取り付け部品
を確認する

接続・取付
動作確認

1

接続上のご注意

コネクターの着脱のしかた
●コネクターは、“カチッ”と音がするまで
押し込んで、確実に接続してください。

●コネクターを外すときは、図のようにコ
ネクター部分を持って引っ張ってくださ
い。コードを引っ張るとコードが抜けて
しまうことがあります。

接続のポイント

IP-BUSの接続について
●IP-BUS端子とIP-BUSケーブルは、同じ
色どうしを接続してください。(コネクター
の接続部分が色分けされています。)

ノイズ防止のために
●アンテナコードは、ほかのコード/ケー
ブルからできるだけ離して配置してくだ
さい。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなる場合
は、バッテリーから直接電源をとること
をおすすめします。当社では、電源配線
キット「RD-221」を別売していますの
で、販売店にご相談ください。

接続の前に
知ってほしいこと

接続・取付
動作確認

2

本機 × 1

電源コード × 1

マジックテープ
(かたい方) × 2

IP-BUSケーブル
(3 m) × 1

USBケーブル
(1.5 m) × 1

マジックテープ
(やわらかい方) × 2

本機と他の製品では同じ働きのコードで
も色が異なる場合があります。本機と他
の製品とを接続される場合、それぞれの
製品に付属の説明書をよくお読みになり、
同じ働きのコードどうしを接続してくだ
さい。
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接続する
接続・取付
動作確認

3

黒

ヒューズ (3 A)

黄

3 m 

IP-BUSケーブルIP-BUSケーブル

青IP-BUS入力 (青) へ

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など

IP-BUS入力付き 
メインユニット

黒

本機

3 m

1.5 m

青

＋バッテリー電源 
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、 
常にバッテリーから電源が供給される電源回路 
に接続してください。

アース 
車のボディの金属部に確実に接続してください。

注： 黄リード線は車のヒューズユニットを通した後 
 の端子に接続してください。

注： ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量の 
 ヒューズと交換してください。

注： IP-BUS端子とIP-BUSケーブルは、
　　同じ色どうしを接続してください。

注： 電源コードのヒューズから本体の間に、他 
 の機器のリード線を接続しないでください。

電源コードUSBケーブル

1.5 m

USB入力
USBポータブルオーディオプレーヤー (別売) /
USBメモリー (別売) を接続します。端子を奥
まで差し込んで、確実に接続してください。
確実に接続していないと、正しく動作しなかっ
たり、エラーが表示される場合があります。
USBポータブルオーディオプレーヤー (別売) /
USBメモリー (別売) 以外の機器は接続しない
でください。

※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。
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取り付け上のご注意
●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあ
ります。

・ダッシュボードやリアトレイの上のよ
うに、直射日光の当たる場所。

・ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●スペアータイヤボードなど、車の振動で
動く場所には絶対に取り付けないでくだ
さい。

●スペアータイヤ、ジャッキ、工具などの
出し入れの邪魔にならない場所を選んで取
り付けてください。

●フロントシート下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取
り付けてください。

取り付けのポイント

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作するこ
とを確認してから、取り付けを行ってくださ
い。正常に動作しない場合は、接続に間違い
がないか、もう一度チェックしてください。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けると
ころは、汚れをよくふきとってください。ま
た、両面テープの接着面は指で触れたり、貼
り直したりしないでください。接着力が弱く
なり、はがれやすくなります。

取り付けの前に
知ってほしいこと

接続・取付
動作確認

4
本機を取り付ける

接続・取付
動作確認

5

マジックテープ (かたい方) を
本機の底面に貼り付ける

マジックテープを貼り付ける前に、汚れを
よくふきとってください。

確認
●シールには、製品の型名、シリアル番号が記載
されています。マジックテープを貼るときは、
シールを隠さないように貼り付けてください。

マジックテープ (やわらかい方)
を取り付け場所に貼り付ける

知っていると便利
●マジックテープ (かたい方) がカーマット
に貼りつく場合は、カーマットに直接取り
付けることもできます。この場合、マジッ
クテープ (やわらかい方) は使用しません。

カーマット

本機

マジックテープ
(やわらかい方) × 2

2

マジックテープ
(かたい方) × 2

シール

1
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動作を確認する

接続・取り付けが終わったら、次の操作を
行って、本機が正常に動作することを確認
してください。

接続・取り付けをもう一度確認
する

確認
●接続・取り付けに誤りがないか、各コネクター
は確実に接続されているか、もう一度、目で見
て確認してください。

ボールペンの先などでリセット
ボタンを押す

リセットボタン

車のエンジンをかける

本機の動作を確認する4

ACC ON

LO
CK

START

3

2

1

接続・取付
動作確認

6
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圧縮オーディオについて
付録

2

圧縮オーディオ一般について

●再生できる圧縮オーディオの合計は最大
15 000個です。

●再生できるフォルダーの合計は最大500個
です。

●USBポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリー内に多くのフォルダーの階層があ
る場合、再生が始まるまでに時間がかかり
ます。

●画像データを含む圧縮オーディオを再生する
場合、再生が始まるまでに時間がかかるこ
とがあります。

●ファイル名の最大表示文字数は、拡張子
(wma、mp3、m4a) を含めて半角で64文字
です。ただし文字コードの種類によって、
最大表示文字数は半角で32文字になる場合
があります。

●圧縮オーディオによっては、文字情報が正
しく表示されないことがあります。

USBメモリー内のフォルダーと
圧縮オーディオについて

●USBメモリー内のフォルダーと圧縮オーディ
オの構成は、下図のようになります。USB
ポータブルオーディオプレーヤーの場合の構
成は、プレーヤーによって異なります。

●01～05はフォルダー番号の割り当て、①～
⑥は曲の再生順の例です。ユーザーが本機
でフォルダー番号を割り当てたり、再生の
順番を指定することはできません。

1階層 2階層2 3階層3 4階層4  

�

�

�

�
�

�

使用できるUSBポータブルオーディオ
プレーヤー/USBメモリーについて

付録

1

●規格：USB 2.0 Full Speed

●供給電流：500 mA

● USBクラス：MSC (Mass Storage Class)
デバイス

●プロトコル：バルク

●最大メモリー容量：250 GB

●ファイルシステム：FAT12、FAT16、
FAT32

ご注意

●パーティションを作ったUSBメモリーは使用で
きません。

●使用するUSBポータブルオーディオプレーヤー/USB
メモリーの種類によっては、本機が正しく認識で
きない場合があります。また、曲を正しく再生で
きない場合があります。

●USBハブを介して、USBポータブルオーディオ
プレーヤー/USBメモリーを接続することはでき
ません。
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●圧縮オーディオ/フォルダーの再生やスキャ
ン再生での選択の順番は、次の条件で決ま
ります。

・同じフォルダー内では、圧縮オーディオの
ほうがサブフォルダーより順番が先になる

・同じフォルダー内では、パソコン上で圧
縮オーディオ/サブフォルダーをUSBメ
モリーにコピーした順番と同じになる

ただし、再生やスキャン再生での選択の順
番は、パソコンの設定や環境によって変わ
ることがあります。

また、パソコン上で複数の圧縮オーディ
オ/フォルダーを一度にコピーした場合、
再生やスキャン再生での選択の順番は予
想と異なることがあります。

●再生の順番を指定したいときは、左ページの
図を参考にして、圧縮オーディオをパソコン
からUSBメモリーにコピーしてください。

・「001xxxxx.mp3」や「099yyyyy.wma」
などといったように、順番を示す数字を
ファイル名の先頭に付けることを推奨し
ます。

WMAとは？

●「Windows Media Audio」の略で、米国
Microsoft Corporationによって開発された
音声圧縮技術です。WMAデータは、
Windows Media Player Ver. 7以降を使用
してエンコードすることができます。

ご注意

●WMAファイルをエンコードしたアプリケーション
によっては、正常に動作しないことがあります。

再生できるWMAファイル
について

ご注意

●WMAファイルに名前を付けるときは、ファイル
名のあとに拡張子 (.wma) を付けてください。

●本機は、拡張子 (.wma) が付いているファイルを
WMAファイルとして再生します。雑音や故障の
原因となりますので、WMAファイル以外には
拡張子 (.wma) を付けないでください。

●本機では、Windows Media Player Ver. 7/7.1/
8/9/10を使用してエンコードしたWMAファイ
ルを再生することができます。

●再生可能なWMAファイルのサンプリング周
波数は32 kHz～48 kHzです。

●一般的にWMAファイルは、ビットレート
が高いほど音質は良くなります。本機は、
CBR (固定ビットレート) の5 kbps～384
kbpsまたはVBR (可変ビットレート) で記
録されたWMAファイルの再生に対応して
います。ただし、ある一定の音質で音楽
を楽しんでいただくためには、できる
だけ高いビットレートで記録されたWMA
ファイルの使用を推奨します。

●USBポータブルオーディオプレーヤーまた
はメモリーに、Windows Media DRM
9/10で保護されたファイルを収録して再生
したときは、“DRM SKIP”と表示されます。
そのファイルの再生はスキップされます。

●USBポータブルオーディオプレーヤーまた
はメモリー内のすべてのファイルが
Windows Media DRM 9/10で保護されて
いる場合は、“PROTECT”と表示されま
す。すべてのファイルが再生されません。
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●この製品は、下記の形式には対応していま
せん。

・Windows Media Audio 9 Professional

( 5.1ch )

・Windows Media Audio 9 Lossless

(可逆圧縮)

・Windows Media Audio 9 Voice

MP3とは？

●「MPEG Audio Layer 3」の略で、音声圧
縮技術に関する標準フォーマットです。

再生できるMP3ファイル
について

ご注意

●MP3ファイルに名前を付けるときは、ファイル
名のあとに拡張子 (.mp3) を付けてください。

●本機は、拡張子 (.mp3) が付いているファイルを
MP3ファイルとして再生します。雑音や故障の
原因となりますので、MP3ファイル以外には拡
張子 (.mp3) を付けないでください。

●ID3 tagのVer. 1.0/1.1/2.2/2.3/2.4のア
ルバム名、曲名、およびアーティスト名
の表示に対応しています。なお、ID3 tag
のVer. 1.XとVer. 2.Xが混在している場合
は、Ver. 2.Xが優先されます。

●サンプリング周波数が32 kHz～48 kHzの
MP3ファイルを再生する場合のみ、エンファ
シスに対応します。 (なお、再生可能なサン
プリング周波数は8kHz～48kHzです。)

●一般的にMP3ファイルは、ビットレートが
高いほど音質は良くなります。本機は、
CBR (固定ビットレート) の8 kbps～
320 kbpsまたはVBR (可変ビットレート)
で記録されたMP3ファイルの再生に対応し
ています。ただし、ある一定の音質で音楽
を楽しんでいただくためには、128 kbps
以上のビットレートで記録されたMP3ファイ
ルの使用を推奨します。

AACとは？

●「Advanced Audio Coding」の略で、
MPEG2、MPEG4で使用される音声圧縮技
術に関する標準フォーマットです。

再生できるAACファイル
について

ご注意

●AACファイルに名前を付けるときは、ファイル
名のあとに拡張子 (.m4a) を付けてください。

●本機では、Ver. 6.05以前のiTunesを使用して
エンコードされたAACファイルの再生に対応し
ています。

●本機は、iTunesで作成された拡張子 (.m4a) が
付いているファイルをAACファイルとして再生
します。雑音や故障の原因となりますので、
AACファイル以外には拡張子 (.m4a) を付けな
いでください。

●画像データを含むAACファイルを再生する場
合、再生が始まるまでに時間がかかることがあ
ります。

●AACファイルをエンコードしたiTunesの
バージョンによっては、正しく再生されな
いことがあります。

●再生可能なAACファイルのサンプリング周
波数は、8 kHz ～ 48 kHzです。

●一般的にAACファイルは、ステレオビット
レートが高いほど音質は良くなります。本
機は、16 kbps～320 kbpsのステレオビッ
トレートで記録されたAACファイルの再生
に対応しています。ただし、ある一定の音
質で音楽を楽しんでいただくためには、で
きるだけ高いステレオビットレートで記録
されたAACファイルの使用を推奨します。

● iTunesミュージックストアで購入された楽
曲 (拡張子は.m4p) は、USBポータブルオー
ディオプレーヤー/USBメモリーに記録し
て再生することはできません。

●この製品は、下記の形式には対応していま
せん。

・Apple ロスレス・エンコーダ

その他

2
対応する
圧縮オーディオについて (つづき)
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故障かな？と思ったら付録

3

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

それでも
直らないときは

「保証書とアフターサービ
ス」をお読みになり、修
理を依頼してください。

共通項目

症状 原因 処置
電源が入らない。 各リード線やコネクターが 正しく確実に接続されているかどうか、もう
動作しない。 正しく接続されていない。 一度確認してください。

ヒューズが切れている。 ヒューズが切れた原因を解決し、切れたヒュー
ズと同じ容量のものと交換してください。

チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてくだ

さい (7ページ)。
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こんなメッセージが表示されたら付録

4

正常に再生できないときは、ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。
.

メッセージ 原因 処置
「N/A USB」 接続されたUSB機器が本機に USB Mass Storage Class対 応 の

対応していない。 ポータブルオーディオプレーヤーまたは
メモリーを接続してください。
(28ページ)

「CHK USB」 USBコネクターまたはUSBケー USBコネクター/USBケーブルが
ブルがショートした。 何かにはさまっていないか、破損してい

ないか確認してください。
規定 (28ページ、34ページ) 以 接続したUSBポータブルオーディオプ
上の電流を消費するUSBポータ レーヤー/USBメモリーを外してくださ
ブルオーディオプレーヤー/USB い。そのあとで、車のエンジンスイッチ
メモリーを接続した。 を一度OFFにしてからONにしてくださ

い。次に、対応するUSBポータブル
オーディオプレーヤー/ U S Bメモ
リーを接続してください。

「NO AUDIO」 何も収録・保存されていない 対応する音楽ファイルが収録・保存され
USBポータブルオーディオプレー たUSBポータブルオーディオプレーヤー/
ヤー/USBメモリーを接続した。 USBメモリーを接続してください。
セキュリティー機能付きのUSB U S Bメモリーの説明書に従って、
メモリーを接続した。 セキュリティーを解除してから使用して

ください。
「DRM SKIP」 Windows Media DRM 9/10で Windows Media DRM 9/10で保護さ

保護されたWMAファイルをUSB れていない音楽ファイルを再生してく
ポータブルオーディオプレーヤー ださい。
またはメモリーに収録・保存して
再生した。

「PROTECT」 USBポータブルオーディオプレー Windows Media DRM 9/10で保護さ
ヤーまたはメモリー内のすべての れていない圧縮オーディオを収録・保
WMAファイルがWindowsMedia 存して再生してください。
DRM 9/10で保護されている。



33

付
録

保証書とアフターサービス

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマー
サポートセンターまたはお買い上げの販売店にお問い合
わせください。

ご質問、ご相談は

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低
6年間保有しています。（性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

補修用性能部品の
最低保有期間

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービス
ステーションにご相談ください。修理すれば使用できる
製品については、ご希望により有料で修理いたします。

保証期間経過後の
修理について

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当
社保証規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売
店またはお近くのパイオニアサービスステーションにご
連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご相
談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間中の修理
について

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。保証期間

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されてい
ることをお確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け
取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりする
と、保証期間中でも保証が無効となります。記載内容を
よくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証書

付録

5
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共通部
使用電源：

DC 14.4 V (10.8～15.1 V 使用可能)
アース方式：

マイナスアース方式
最大消費電流：

2.0 A
外形寸法：

(取付寸法)：
146 (W) × 24 (H) × 90 (D) mm

質 量：
0.32 kg (コード含まず)

USB部
USB規格：

USB 2.0 Full Speed
最大供給電流：

500 mA
最大メモリー容量：

250 GB
ファイルシステム：

FAT12、FAT16、FAT32
最大ファイル数：

15 000
最大フォルダー数：

500
デコーダー仕様：
ＭＰ3
対応形式

MPEG-1 , 2 & 2.5 AUDIO LAYER-3
ＷMA
対応形式

Ver. 7、7.1、8、9、10 (2 ch audio)
(Windows Media Player)

AAC
対応形式

MPEG-4 AAC
(iTunesでエンコードされたもののみ)

オーディオ部
S/N比：

95 dB (1 kHz)
(IHF-Aネットワーク)

ダイナミックレンジ：
95 dB (1 kHz)

チャンネルセパレーション：
90 dB (1 kHz)

チャンネル数：
2 (ステレオ)
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© パイオニア株式会社 2006
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<各窓口へのお問い合わせ時のご注意>
市外局番「0070」で始まる フリーフォン、および「0120」で始まる フリーダイヤル は、PHS、携帯電話などから
はご使用になれません。また、【一般電話】は、携帯電話・PHSなどからご利用可能ですが、通話料がかかります。

商品についてのご相談窓口　● 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求窓口

修理についてのご相談窓口　● お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合

修理受付センター (沖縄県を除く全国)
受付時間 月曜～金曜　9：30～19：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～18：00（弊社休業日は除く）

電話 0120-5
ゴー

-81028
パ イ オ ニ ア

【一般電話】03-5496-2023
ファックス 0120-5-81029
インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/repair.html
※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ／ビジュアル商品に限ります

沖縄サービスステーション (沖縄県のみ)
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00（土曜・日曜・祝日・弊社休業日は除く）

電話 【一般電話】098-879-1910
ファックス 098-879-1352

部品受注センター
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～18：00（弊社休業日は除く）

電話 0120-5-81095 【一般電話】0538-43-1161
ファックス 0120-5-81096

部品のご購入についてのご相談窓口　● 部品（付属品・リモコン・取扱説明書など）のご購入について

カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～17：00（弊社休業日は除く）

●カーオーディオ／カーナビゲーション商品

電話 0070-800-8181-11 【一般電話】03-5496-8016
ファックス 03-3490-5718
インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/
※商品についてよくあるお問い合わせ・メールマガジン登録のご案内・お客様登録など

ご相談窓口のご案内
パイオニア商品の修理・お取り扱い (取り付け・組み合わせなど) については、お買い求めの販売店様へお問い合わせください。

修理窓口のご案内
修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認ください。それでも正常
に動作しない場合は、1 型名、2 ご購入日、3 故障症状を具体的にご連絡ください。
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